
写真は中学校職場体験学習で駅員となり、

乗客を見送る生徒たち（JR豊後豊岡駅）

特　集 
平成２４年度決算報告
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平
成
24
年
度

決
算
報
告

地方交付税

24 億 7,633 万円（26.3％）

国・県支出金

18 億 1,187 万円（19.2％）

町債

11億1,191万円（11.8％）

その他

4億 1,454 万円

（4.4％）

町税

28 億 4,152 万円

（30.2％）

諸収入

2億 9,032 万円（3.1％）

使用料・手数料

1億 947 万円（1.2％）

一般会計
94億1,916万円
歳入総額

その他

3億 6,320 万円（3.8％）

一般会計
91億8,674万円
歳出総額

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
に
使
わ

　

れ
た
の
か
、
一
般
会
計
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

用
語
解
説

■
地
方
交
付
税

　

�

市
町
村
間
の
財
政
格
差
を
な
く

す
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の

■
国
・
県
支
出
金

　

�

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

■
町
債

　

�

道
路
や
公
共
施
設
整
備
を
行
う

た
め
の
借
入
金

■
自
主
財
源

�　

�

町
税
な
ど
町
が
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源

■
依
存
財
源

　

�

地
方
交
付
税
な
ど
国
や
県
な
ど

か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

■
扶
助
費

　

�

社
会
保
障
費
で
あ
り
、
町
民
の

最
低
限
の
生
活
維
持
を
図
る
た

め
の
経
費

■
公
債
費

　

借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
経
費

■
投
資
的
経
費

　

�

道
路
や
公
園
、
公
共
施
設
建
設

な
ど
に
要
す
る
経
費

■
繰
出
金

　

�

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の

持
ち
出
し

人件費

18 億 7,947 万円（20.5％）

扶助費

17 億 8,852 万円（19.5％）

公債費

9億 8,971 万円（10.8％）

普通建設事業費等

13 億 691 万円（14.2％）

補
助
費

13
億
５
，３
２
４
万
円
（
14.

７
％
）

物件費

8億 6,284 万円（9.4％）

繰出金

8億 5,351 万円（9.3％）

その他

1億 5,254 万円（1.6％）

■歳入
自主財源（38.3%）
　36 億 451 万円
依存財源（61.7%）
　58 億 1,465 万円
一般財源（69.1%）
　65 億 563 万円
特定財源（30.9%）
　29 億 1,353 万円
■歳出
義務的経費（50.8%）
　46 億 5,770 万円
投資的経費（14.2%）
　13 億 691 万円
その他の経費（35.0%）
　32 億 2,213 万円

そ
の

他
の

経
費

義
務

的
経

費

投

資
的

経 費

自
主

財
源

依
存

財
源
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万
円
で
、
前
年
度
対
比
５
，
１
５
６
万

円
（
△
２
％
）
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

町
の
貯
金
で
あ
る
、
財
政
調
整
基
金

と
減
債
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
前
年

度
対
比
１
億
６
，８
０
０
万
円
（
皆
減
）

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
税
や
地
方
債
の
収
入
増

に
よ
り
、
基
金
に
頼
る
こ
と
な
く
、
財

源
の
確
保
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　　

歳
出
の
決
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
、１
億
３
，２
４
０
万
円
（
１
・
５
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

　

決
算
額
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、

普
通
建
設
事
業
費
が
12
億
７
，９
２
６

万
円
（
19
・
９
％
増
）
と
、
増
加
の
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
豊
岡
小
学
校
や
日
出

中
学
校
な
ど
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
や

防
災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
、
町
民
の

安
全
を
守
る
た
め
の
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
（
△

１
・
７
％
）
と
公
債
費
（
△
２
・
４
％
）

が
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
扶
助
費
に
お

い
て
、
障
害
者
介
護
給
付
費
や
保
育
所

運
営
費
な
ど
、
引
き
続
き
増
加
し
て
お

り
、
前
年
度
対
比
１
，
３
３
８
万
円

（
０
・
８
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
94
億
１
，
９
１
６
万
円
、

歳
出
が
91
億
８
，
６
７
４
万
円
で
、
歳

入
歳
出
と
も
に
、
前
年
度
対
比
１
・
４
％

程
度
増
加
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
い
て
90
億
円
を
超

え
る
決
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
字
額
は
、
25
年
度
に
繰
り
越
す

事
業
の
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
で
、

２
億
７
５
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
不
足
時
に
行
う
、
財
政

調
整
用
基
金
（
貯
金
）
か
ら
の
繰
入
を

行
う
こ
と
な
く
、
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　　

町
税
は
28
億
４
，
１
５
２
万
円
で
、

前
年
度
対
比
８
，
７
３
８
万
円
（
３
・

２
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
固
定
資
産
税
が
評
価
替

え
に
よ
り
６
，
６
２
４
万
円
（
△
５
・

３
％
）
の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
個
人

町
民
税
が
、
納
税
義
務
者
数
の
増
と
年

少
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
対
比
８
，
１
１
４
万
円

（
８
％
）
の
増
、
ま
た
法
人
町
民
税
も

７
，
０
１
７
万
円
（
33
・
７
％
）
増
加

し
た
た
め
、
町
税
全
体
で
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
24
億
７
，
６
３
３

 

歳
入
（
収
入
）
の
概
要

 

歳
出
（
支
出
）
の
概
要

町民一人あたりに使われたお金�　318,918 円
■支出の内訳

目的別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出額　　　　　町民一人あたり

民生費（福祉・年金・医療など）� � � 29 億 5,857 万円　　　��102,707 円
教育費（小中学校・幼稚園・社会教育など）� 12 億 4,937 万円　　　　43,372 円
総務費（総務・税・住民基本台帳・選挙など）� 11 億 4,012 万円　　　　39,579 円
公債費（国や銀行へ借入金の返済）� � � 9 億 8,971 万円　　　　34,358 円
土木費（道路・橋・都市計画など）� � 9 億 8,184 万円　　　　34,085 円
衛生費（保健衛生・環境衛生・ごみ処理など）� 7 億　892 万円　　　　24,610 円
消防費（消防業務・消防施設整備など）� � 5 億 3,204 万円　　　　18,470 円
農林水産業費（農業・林業・水産業など）� � �3 億 5,656 万円　　　　12,378 円
議会費（議会運営）� � � � 1 億 4,680 万円��　　　　5,096 円
商工費（商工業・観光振興など）� � 9,716 万円��　　　　3,373 円
災害復旧費（災害復旧工事など）� � 2,565 万円�　　　　　890 円

合計� � 91 億 8,674 万円�　　　��318,918 円

＊町民一人あたりの決算額は、歳出総額を平成 25 年 4 月 1 日現在の人口 28,806 人で割ったものです。

　

決
算
の
概
要

3



な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

起
債
管
理
に
努
め
、
残
高
を
減
ら
し
て

い
く
と
と
も
に
、
健
全
な
財
政
運
営
が

で
き
る
よ
う
、
事
業
を
進
め
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　
　

　　　

町
の
預
金
で
あ
る
基
金
の
状
況
は
、

平
成
24
年
度
に
約
１
億
７
千
万
円
を
積

み
増
し
、24
億
３
，０
９
７
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
行
財
政
改
革
が
始
ま
っ

た
平
成
17
年
度
よ
り
12
億
円
近
く
の
積

み
増
し
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

老
朽
化
す
る
公
共
施
設
の
建
て
替
え

な
ど
、
将
来
予
想
さ
れ
る
大
き
な
支
出

が
町
財
政
の
悪
化
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
に
、
公
共
施
設
整
備
基
金
の
積
み
増

し
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
主
要
事
業

　

平
成
17
年
度
末
に
96
億
円
あ
っ
た
借

入
金
残
高
も
、
行
財
政
改
革
の
実
施
に

よ
り
、
平
成
21
年
度
末
ま
で
に
91
億
円

台
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
学
校
施
設

の
耐
震
化
を
早
期
に
完
了
さ
せ
る
た

め
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、町
債（
借

入
金
）
残
高
は
平
成
24
年
度
末
で
94
億

８
，
５
５
３
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
か

ら
２
・
９
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
優
先
し
た
結

果
、
一
時
的
に
残
高
が
増
加
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
町
債
残
高
の
増
加
は

財
政
運
営
を
圧
迫
さ
せ
る
要
因
に
も
つ

　

借
金
と
基
金
の
概
要

■総務費
・住宅用太陽光発電システム設置補助

・コミュニティバス運行事業

・亘理町交流事業

■民生費
・地域福祉計画策定事業

・ひとり親家庭医療費助成事業

■衛生費
・高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種事業

■農林水産業費
・ＪＡべっぷ日出農産物加工施設整備事業

・鮮魚捌き所設置支援事業補助

■商工費
・シルバー人材センター補助

■土木費
・大田公園遊具設置事業

・影平線道路改良事業

■消防費
・防災行政無線整備事業

■教育費
・日出中学校校舎耐震補強事業

・豊岡小学校校舎増改築事業

完
成
し
た
大
田
公
園
の
大
型
遊
具

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

17 年度�21 年度�22 年度��23 年度�24 年度

各年度末の町債残高（一般会計）
（単位：千円）

各年度末の基金残高
（単位：千円）

17 年度�21 年度�22 年度��23 年度�24 年度
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特　別　会　計　決　算

会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 31億 5,545 万円 30億 137 万円

簡易水道 1,077 万円 1,077 万円

公共下水道事業 9億 8,002 万円 9億 7,925 万円

漁業集落排水事業 3,431 万円 3,431 万円

農業集落排水事業 3,950 万円 3,950 万円

介護

保険

保険事業 23億 3,854 万円 23億 1,979 万円

サービス事業 1,723 万円 1,723 万円

後期高齢者医療 2億 7,096 万円 2億 7,038 万円

水　道　事　業　会　計
区　分 収　入 支　出

収益的収支 3億 9,427 万円 3億 5,241 万円
資本的収支 46万円 1億 3,926 万円

　＊不足額は内部留保資金で補てんしました。

＊経常収支比率

　�人件費・扶助費・公債費などの経常経費に、町

税等の経常的な一般財源がどの程度充てられて

いるのかを示す指標です。

＊実質公債費比率

　�公債費に充てられた一般財源の額が標準財政規

模に占める割合を示す指標です。

＊標準財政規模

　�自治体が標準的な行政活動を行うために必要な

経常的一般財源の総量です。

＊財政力指数

　�財政力を示す指標で、この数値が大きいほど財

源に余裕があるとされています。

　

24
年
度
決
算
は
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

な
ど
で
、
決
算
規
模
が
増
大
し
ま
し
た

が
、
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
町
の
財
政
は

黒
字
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
の
進
行
に
比

例
す
る
よ
う
に
、
扶
助
費
（
住
民
福
祉
を

支
え
る
社
会
保
障
費
）
が
増
加
し
て
お

り
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
、
地
震
の
も

た
ら
す
脅
威
を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま

す
。
日
出
町
に
お
い
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
発
生
が
警
戒
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め

の
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
着
手
し

て
お
り
、
平
成
25
年
度
末
で
耐
震
化
が
完

了
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
、
町
の
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
が
一
日
の
大
半
を
過

ご
す
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
災
害
時
に

は
町
民
の
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
も
、
最
優
先
す
べ
き
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
公
民
館
や
役
場
庁
舎
な
ど
、

ま
だ
多
く
の
公
共
施
設
の
耐
震
化
を

行
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
共
施
設
の
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、

財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
毎
年
少
し
ず
つ
積
立
て
も

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
新
た
な
収
入
の
確
保
や
国
・

県
の
補
助
金
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
人
件
費
を
削
減
す
る
な
ど
、
ス

リ
ム
で
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

町
に
は
こ
れ
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
公

共
施
設
の
耐
震
化
も
そ
の
一
例
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。

　

合
併
を
せ
ず
、
独
自
で
の
ま
ち
づ
く
り

を
選
ん
だ
こ
と
で
厳
し
い
財
政
運
営
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
現
在
は
順
調
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
景
気
の
変
動
に
よ
る
町
税
収

入
の
増
減
や
地
方
交
付
税
の
先
行
き
が

不
透
明
な
こ
と
か
ら
も
、
決
し
て
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
適
切
な
財

政
運
営
を
行
い
、
町
の
発
展
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

川野財政課長

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

～
財
政
課
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
～

平成 24 年度 平成 23 年度 県平均
平成 23 年度

経常収支比率 89.7 90.1 90.6

実質公債費比率 9.6 10.0 9.8

財政力指数 0.507 0.520 0.533
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H24.4.1 現在職員数 退職者 採用者 H25.4.1 現在職員数

208 人 8 人 12 人 212 人

職　員　数

平成 24 年 平成 25 年 差引

一
般
行
政

議　会 3 3 0

総　務 48 50 2

税　務 15 17 2

民　生 21 23 2

衛　生 13 11 △ 2

農林水産 16 16 0

商　工 5 5 0

土　木 17 17 0

小　計 138 142 4

教　　　　 育 38 38 0

普通会計計 176 180 4

公
営
企
業
等

水　道 9 9 0

下　水 5 5 0

国　保 7 7 0

介　護 9 9 0

その他 2 2 0

小　計 32 32 0

合　　　計
208 212 4

[247] [247] 0

　 総付与
 　日数

   総使用
   日数

  対象
  職員数

 平均使用
 日数

取得率

5,858 日 1,439 日 149 人 9.7 日 24.6%

区分
住民基本台帳人口

（平成 24 年度末）
歳出額　　A 実質収支 人件費　B

人件費率

B/A

（参考）　

23 年度人件費率

24 年度 28,806 人 9,186,743 千円 207,592 千円 1,879,466 千円 20.5％ 21.1％ 

区分
職員数 給与費 一人当たり給与費

　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末 ・ 勤勉手当 　　　　　計　　　Ｂ 　　　　　　　　Ｂ／Ａ　

25 年度 190 人 796,702 千円 109,650 千円 302,530 千円 1,208,882 千円 6,363 千円 

人事行政の運営等の状況

１． 職員の任免や職員数に関する状況

2． 職員の勤務条件等の状況

4． 職員の給与の状況

3． 職員の分限及び懲戒処分の状況

（1） 職員の採用と退職の状況

　　（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 4 月 1 日）

年次有給休暇の取得状況

　　（対象期間：平成24年1月1日～平成24年12月31日）

（1） 総括

　①人件費の状況 （一般会計決算）

②職員給与費の状況 （一般会計予算）

（2） 再任用の状況 （平成 24 年度）

　　　3 人 （うち一般行政職　2 人、 企業職　1 人）

（3） 部門別職員数の状況　

　　　　　　（各年 4月 1日現在　単位：人）

＊町長部局の一般職員を対象として集計したものです。

＊職員数は一般職に属する職員。[　] 内は条

　例定数の合計です。教育長は含みません。

＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

＊職員手当には退職手当を含みません。

＊給与費は当初予算に計上された額です。

用語説明

分限処分 (* １)

免職 降任 降級 休職 計

０人 ０人 ０人 ２人 ２人

＊１　公務能率の維持を目的に職員になされる処分で

あり、心身の故障によるものや、職に必要な適格性を

欠く場合の処分になります。

＊２　制裁的処分であり、職員の義務違反に対するも

のや、全体の奉仕者にふさわしくない非行のあった場

合の処分で、その種類として、免職、停職、減給及び

戒告があります。

（平成 24 年度）

部 門
区 分

懲戒処分 (* ２)

戒告 減給 停職 免職 計

０人 １人 ０人 ０人 １人
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一般行政職

平均年齢 平均給料月額

41.6 歳 323,787 円

区　　　分 初任給

一般行政職
大　学　卒 171,648(178,800) 円

高　校　卒 138,720(144,500) 円

区　　　         分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職
大　学　卒 ― 325,641 円 361,158 円

高　校　卒 ― ― 356,155 円

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容

主事、 技師 主事、 技師 主任
主査、 副主
幹、 係長

主幹、 課長
補佐等

課長等 課長等

職員数 19 人 14 人 16 人 58 人 23 人 17 人 3 人 150 人 

構成比 12.7％ 9.3％ 10.7％ 38.7 ％ 15.3％ 11.3％ 2.0％ 100.0％ 

区　　　分 給　　料　　月　　額　　等

給
料

町 長 740,080 (841,000) 円 ※ （　　） 内の金額から、 町長 12％、 副町長 10％の減額
措置を実施しています。副 町 長 602,100 (669,000) 円

報
酬

議 長 368,600 (388,000) 円

※ （　　） 内の金額から、5％の減額措置を実施しています。副 議 長 314,450 (331,000) 円 

議 員 305,900 (322,000) 円 

期
末
手
当

町 長 2.95 月分                                 （24 年度支給割合）

副 町 長 2.95 月分

議 長 3.05 月分　                               （24 年度支給割合）　　　　

副 議 長 3.05 月分

議 員 3.05 月分

種別 研修名 内容 参加人数

外部派遣研修

基 本 研 修 等 新採用研修、 新任研修 （係長 ・ 課長補佐 ・ 課長） 等 68 人

行 政 実 務 研 修 契約事務研修、 財務実務研修、 税務関係研修等 21 人

職務能力向上研修
条例等立案改廃研修、 話し方能力開発研修、 自己管理 ・ タ
イムマネジメント研修、 事務処理マニュアル作成研修等

16 人

指 導 者 養 成 研 修 接遇研修指導者養成研修 1 人

自 己 開 発 研 修 自主 ・ 連携カレッジ 11 人

独 自 研 修
階 層 別 研 修

新採用職員研修、 管理職研修トップマネジメントセミナー、 課
長補佐級 ・ 中堅若手職員研修等

148 人

人 権 研 修 同和問題に関する講演会、 人権ＤＶＤ視聴研修 414 人

通 信 教 育 通 信 講 座 Excel ビジネス文書徹底入門等 3 人

合　　　　　　　　　　　計 682 人

支給率 自己都合 勧奨 ・ 定年

勤続 20 年 23.03 月分         28.7875 月分

勤続 25 年 32.83 月分         38.955  月分

勤続 35 年 46.55 月分         55.86    月分

最高限度額 55.86 月分         55.86    月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置　　2％～ 20％

平成 24 年度支給割合

期末手当 2.60 月分

勤勉手当 1.35 月分

（2） 職員の平均給与月額、 初任給等の状況 （平成 25 年 4 月 1 日現在）

　①職員の平均年齢、 平均給料月額の状況　　　　　　　②職員の初任給の状況

（3） 特別職の報酬等の状況 （平成 25 年 4 月 1 日現在）

（4） 職員の手当の状況

　①期末手当 ・ 勤勉手当　　　　　　　　　　　②退職手当 （平成 25 年 4 月 1 日）

＊（　　）内の金額から 4％の減額措置を実施しています。

③職員の経験年数別 ・ 学歴別平均給料月額の状況 （平成 25 年 4 月 1 日現在）

④一般行政職の級別職員数の状況 （平成 25 年 4 月 1 日現在）

5． 職員の研修の状況

＊�給料月額について、平成 17 年 4 月 1 日から一律 5％、平成 25 年 4 月 1 日から 1 ～ 3 級は 4％、4 ～ 7 級は 5％の減

額措置をしています。

＊該当する職員がいない項目については（－）で表記しています。

＊日出町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
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学
力
向
上
に
む
け
て

　

夏
休
み
中
、
各
小
中
学
校
で
学
力
向
上
会

議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
毎
年
２
回
開
催
さ
れ
、
参
加

者
は
、教
職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、学
校
評
議
員
、

教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
教
育
委
員
で
す
。

　

例
年
、
小
学
校
で
は
、
各
学
年
で
学
習
面

に
お
い
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
内
容
、
同
時

に
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
が
主
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」「
大
分
県

学
力
定
着
状
況
調
査
」
が
実
施
さ
れ
た
学
年

に
つ
い
て
は
、
大
分
県
内
や
全
国
と
の
平
均

点
の
比
較
や
結
果
か
ら
見
え
る
課
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
応
用
・
長
文
読
解
問
題
が

苦
手
な
傾
向
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
は
、
こ
う
し
た
テ
ス
ト
に
慣
れ
て

い
な
い
た
め
、
時
間
配
分
が
で
き
ず
、
問
題

を
読
み
込
む
こ
と
に
時
間
を
費
や
す
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
の
読
書
の

重
要
性
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
、
教
科
ご
と
に
傾
向

と
対
策
が
説
明
さ
れ
ま
す
。
全
国
、
県
の
調

査
結
果
が
検
討
課
題
の
中
心
と
な
り
、
高
校

受
験
も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
な

学
力
の
底
上
げ
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
現
在
、
課
題
の
克
服
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
の
継
続
、
強
化
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

調
理
・
配
送
部
門

　
　民
間
委
託
で
の
給
食
開
始

　

９
月
か
ら
町
立
小
中
学
校
・
幼
稚
園
の
給

食
が
一
部
業
務
民
間
委
託
に
よ
っ
て
始
ま
っ

て
い
ま
す
。　

　

８
月
27
日
、
委
託
業
者
が
本
格
作
業
を
前

に
、
本
番
で
の
作
業
を
確
認
す
る
た
め
に
試

作
し
た
給
食
の
試
食
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

試
食
会
に
は
町
議
会
議
員
を
は
じ
め
学

校
・
教
育
関
係
者
が
出
席
し
、
業
者
、
栄
養

士
か
ら
給
食
の
説
明
を
受
け
、
実
際
に
出
す

献
立
を
食
し
、
安
全
安
心
な
給
食
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

学力向上に対する取り組みが話し合われました。

今宮礼
れ い

二
じ

氏が副町長に就任 　

本
年
４
月
よ
り
空
席
と
な
っ
て
い
ま
し
た

　
　

副
町
長
に
、
今
宮
礼
二
氏
（
64
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
　
　

任
期
は
９
月
６
日
か
ら
平
成
29
年
９
月
５
日
で
す
。

【
略
歴
】

　

�

昭
和
49
年
日
出
町
役
場
入
庁
後
、
総
務
課
参
事
、
商
工
観

光
課
長
、
企
画
財
政
課
長
、
監
査
委
員
事
務
局
長
を
歴
任
し
、

平
成
16
年
10
月
に
日
出
町
助
役
に
就
任
（
平
成
19
年
４
月

か
ら
副
町
長
）。
病
気
療
養
の
た
め
、
平
成
22
年
７
月
に
副

町
長
を
退
任
。

～
今
宮
副
町
長
よ
り
あ
い
さ
つ
～

　　
町
議
会
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
、
選
任
の
同
意
を
い
た
だ

き
、
再
び
町
行
政
に
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
藤
町
政
の
さ
ら
な
る
推
進
、
日
出
町
発
展
の
た
め
、
職
務

に
邁
進
し
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り
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日出町長　工藤　義見

そ の  7 9

日出町長　工藤　義見

暘
谷
駅
・
高
校
跡
地

　
　

周
辺
の
整
備
に
着
手

■
暘
谷
駅
周
辺　

　

現
在
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
暘
谷
駅
周
辺
と

高
校
跡
地
グ
ラ
ン
ド
部
分
の
整
備
計
画
が
ま
と

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
だ
確
定
的
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
計
画
の
概
要
を
こ
こ

に
紹
介
し
ま
す
。

　

暘
谷
駅
周
辺
は
、
第
２
期
都
市
再
生
整
備
事

業
の
交
付
金
を
受
け
な
が
ら
、
暘
谷
駅
を
や
や

東
側
に
移
動
さ
せ
、
線
路
を
跨
ぐ
南
北
の
自
由

通
路（
長
さ
20
ｍ
、
有
効
幅
員
３
ｍ
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
２
基
）
を
設
置
、
ホ
ー
ム
の
一
部
か
さ
上

げ（
上
り
・
下
り
）２
両
分
と
拡
幅（
上
り
・
下
り
）

10
ｍ
を
幅
員
４
ｍ
に
）、
北
側
の
駅
前
広
場
（
約

１
，
８
０
０
㎡
）
に
駐
車
場
41
台
、
駐
輪
場
64

台
を
、
南
側
は
土
地
が
未
買
収
で
す
が
駅
前
広

場
（
約
１
，
３
０
０
㎡
）
と
し
て
駐
輪
場
40
台
を

整
備
す
る
方
向
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
九
州
本
社
と
種
々
の

協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
４
月

に
自
由
通
路
及
び
ホ
ー
ム
の
改
修
等
で
一
応
の

協
議
が
整
い
、
覚
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
も
８
月
12
日
に

告
示
を
行
い
、
近
く
南
北
の
駅
前
広
場
の
実
施

設
計
の
発
注
を
予
定
し
て
お
り
、
ま
た
年
内
に

Ｊ
Ｒ
九
州
と
委
託
契
約
を
行
い
た
い
た
め
、
町

議
会
に
説
明
中
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
南
北
の
駅
前
広
場
、
駐
車
場
、
駐
輪

場
等
の
設
計
、
事
業
実
施
は
日
出
町
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
自
由
通
路
や
ホ
ー
ム
の
か

さ
上
げ
、
拡
幅
等
は
Ｊ
Ｒ
九
州
に
関
係
す
る
部

分
が
多
く
、
工
事
協
定
を
結
ん
だ
う
え
で
Ｊ
Ｒ

へ
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
協
議
中
の
部
分
が
多
く
、
実
施
の
詳
細

設
計
の
で
き
上
が
る
ま
で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

工
事
費
の
見
直
し
も
あ
り
ま
す
。

■
高
校
グ
ラ
ン
ド
跡
地
の
利
用

　

一
昨
年
11
月
に
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
、
昨
年
３
月

に
亀
の
井
ホ
テ
ル
が
立
地
し
営
業
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
、
グ
ラ
ン
ド
部
分
約
１
万
１
千
㎡
の

用
地
が
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
は
平
成
10
年
代
か
ら
こ
こ
に
複
合
商
業

施
設
等
を
誘
致
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
公
募
に
応
募
者
が

な
く
残
念
な
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
企
業
進
出
が
し
易
い
よ
う
に
Ｊ

Ｒ
線
路
側
の
立
木
を
伐
採
し
、
Ｌ
型
擁
壁
を
設

置
し
、
土
砂
を
埋
め
立
て
全
体
を
更
地
化
す
る

盛
り
土
造
成
工
事
予
算
を
議
会
に
提
案
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
対
し
有
力
企
業
か
ら
事
業
計
画

書
を
添
え
て
土
地
の
利
用
申
し
込
み
あ
り
、
内

部
で
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

各
地
で
多
彩
な
敬
老
行
事

　

以
前
か
ら
９
月
15
日
は
「
と
し
よ
り
の
日
」、

１
９
６
４
年
か
ら
は
「
老
人
の
日
」
と
改
ま
り
、

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
の
法
改
正
に
よ
り
９

月
15
日
で
あ
っ
た
「
敬
老
の
日
」
は
２
０
０
３
年

か
ら
９
月
の
第
３
月
曜
日
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
を
第
３
月
曜
日
に
移
す
こ
と
に
反

対
の
声
が
挙
が
っ
た
た
め
、
老
人
福
祉
法
を
改

正
し
、
２
０
０
２
年
か
ら
９
月
15
日
を
老
人
の

日
、
同
日
か
ら
21
日
ま
で
を
老
人
週
間
と
定
め

ま
し
た
。
こ
ん
な
推
移
か
ら
祝
日
は
特
定
日
で

な
く
な
っ
て
お
り
、
ち
な
み
に
来
年
の
敬
老
の
日

は
９
月
15
日
、
２
０
１
５
年
は
９
月
21
日
と
な
り

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
敬
老
の
日
は
９
月
16
日
で
し

た
。
私
は
、
こ
の
日
を
前
後
し
て
町
内
の
長
寿

者
の
皆
さ
ん
を
慶
賀
訪
問
し
、
13
日
に
は
ジ
ュ
エ

ル
藤
原
、
暘
谷
苑
、
す
ず
ら
ん
、
み
ず
き
、
サ

ン
ラ
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
の
各
介
護
施
設
を
訪
問
。
87

人
の
方
々
に
粗
品
を
お
渡
し
し
、
長
寿
を
称
え
、

こ
れ
ま
で
社
会
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
謝
意
を

表
し
ま
し
た
。
ま
た
18
日
～
20
日
に
か
け
て
在

宅
者
の
皆
さ
ん
の
自
宅
を
戸
別
に
訪
問
し
懇
談

し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
、
米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
ら

れ
た
皆
さ
ん
に
は
お
祝
い
の
品
を
お
届
け
し
ま

し
た
が
、
今
回
の
米
寿
は
１
３
２
人
、
喜
寿
は

２
６
４
人
で
し
た
。

　

一
方
、
町
内
の
各
自
治
区
で
も
高
齢
者
の

方
々
を
対
象
に
敬
老
会
が
開
か
れ
、
公
民
館
、

あ
る
い
は
ホ
テ
ル
等
で
そ
れ
ぞ
れ
子
供
会
の

遊
戯
、
カ
ラ
オ
ケ
、
健
康
講
演
会
、
食
事
会

な
ど
、
親
睦
交
流
の
祝
賀
行
事
が
多
彩
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
地
区
は
町
内
76
地
区
、
５
，
１
３
８

人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
各
地
区
と
も
に
区

長
さ
ん
や
役
員
の
皆
さ
ん
が
多
く
の
時
間

や
手
間
を
か
け
て
敬
老
行
事
を
開
催
さ
れ

て
お
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
楽
し

い
一
時
を
過
ご
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
お

世
話
を
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆
さ
ん
の
多
大

な
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
町
の
各
地
区
へ
の
敬
老
交
付
金
は
１
，

０
２
７
万
６
千
円
で
し
た
。

　

さ
て
、
町
内
で
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は

15
人
（
男
性
３
人
、
女
性
12
人
）
で
す
が
、
女

性
が
圧
倒
的
に
多
く
、
最
高
齢
者
は
女
性
で

１
０
８
歳
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
65
歳
以
上
７
，
４
１
８
人
（
高

齢
化
率
25
・
９
％
）、
75
歳
以
上
３
，
７
９
２

人
（
同
13
・
２
％
）、
80
歳
以
上
２
，
３
８
６

人
（
男
性
８
２
１
人
、
女
性
１
，
５
６
５
人
）、

90
歳
以
上
４
５
３
人
（
男
性
１
１
０
人
、
女
性

３
４
３
人
）、
95
歳
以
上
１
２
７
人
（
男
性
27

人
、
女
性
１
０
０
人
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

数
字
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
逐
年
高

齢
化
率
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
男

性
よ
り
も
女
性
の
長
寿
者
が
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）
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「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　

控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及
び
住

民
税
の
確
定
申
告
に
お
い
て
、
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

別
府
年
金
事
務
所　

　

☎
22-
５
１
１
１

　
「
10
月
21
日
か
ら
27
日
は

　
　
　

行
政
相
談
週
間
で
す
」

　

行
政
相
談
委
員
は
、
役
場
の
仕
事
に

つ
い
て
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に

役
立
て
る
た
め
、
あ
な
た
の
声
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
行
政
相
談
会

▼�

日
時　

10
月
１
日
（
火
）、
10
月
29

日
（
火
）
10
時
～
15
時

▼�

相
談
会
場　

　

役
場
新
館
３
階
・
３
３
３
会
議
室

○�

心
配
ご
と
・
行
政
相
談
の

　
　

合
同
相
談
会

▼�

日
時　

10
月
15
日
（
火
）
10
時
～
15
時

▼
相
談
会
場　

大
神
地
区
公
民
館

■
問
合
先　

総
務
課
行
政
係

　

☎
73-

３
１
５
０

　

農
地
利
用
状
況
調
査

　
　
　

の
実
施
に
つ
い
て

　

10
月
か
ら
農
業
委
員(

調
査
員)

が
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
農
地
の
利
用
状
況
調
査
」
の
実
施

は
、
農
地
法
で
年
１
回
の
調
査
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①�

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
実
態
の
把

握
②
農
地
の
違
反
転
用
防
止

　

①
・
②
を
目
的
と
し
て
、
農
業
委
員

会
で
は
、
10
月
・
11
月
の
２
ヶ
月
間
を

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
と
定
め
、

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ほ
場
に
立
ち
入
っ
て
調
査
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
土
地
所
有
者
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
先　

農
業
委
員
会

　

☎
73-
３
１
２
５

　

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

　

浄
化
槽
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排
水
を

処
理
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
下
水

道
と
と
も
に
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環

境
や
公
衆
衛
生
を
守
る
う
え
で
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
適
正
な
維
持
管
理
を
怠
る

と
、
放
流
水
の
水
質
が
悪
化
し
、
本
来

の
機
能
が
果
た
せ
ま
せ
ん
。

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
ら
、
必
ず
浄
化

槽
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
検
査
を

受
け
、
清
掃
や
保
守
点
検
を
通
じ
て
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
上
下
水
道
課　

☎
73-

３
１
２
４

　

漁
業
セ
ン
サ
ス
に

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

10
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
お
宅
に

伺
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
を
調
査
日
と
し
て
、

２
０
１
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
が
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
５
年
に
一
度
、
全
国

の
漁
業
を
営
む
方
を
対
象
に
、
就
業
状

況
や
水
産
物
の
生
産
・
加
工
・
流
通
な

ど
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼�

対
象
者　

漁
業
を
営
む
方

▼�

調
査
期
間　

10
月
中
旬
～
11
月
中
旬

▼�

調
査
員　

日
出
町
が
推
薦
し
、
大
分

県
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員

＊�

調
査
員
は
大
分
県
の
発
行
し
た
調
査

員
証
（
顔
写
真
入
）
を
必
ず
携
帯
し

て
い
ま
す
。
不
審
に
思
わ
れ
た
方
は
、

調
査
員
証
の
提
示
を
求
め
る
か
、
政

策
推
進
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

政
策
推
進
課

　

☎
73-

３
１
１
６

町営住宅入居者募集

< 豊岡住宅 >　１戸
　　　所在地　豊岡 6060 番地
　　　構　造　中層耐火構造
　　　家　賃　12,100 円～ 18,000 円
　　　駐車場　１台のみ（無料）
　　※浴槽、ボイラーは入居者負担、下水道設備有。

■募集期間　10月１日 ( 火 ) ～ 10 月 15日 ( 火 )
■応募資格　次のすべてに該当する方
　①�町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　②�入居者の合算所得が年額 1,896,000 円以下であ
ること

　③税金の滞納がないこと
　④入居者名義の持家がないこと
　⑤�独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑥住宅に困っていること
　⑦入居者が暴力団員ではないこと
■抽選　10月 17日 ( 木 )　11 時～
　　　　役場旧館 3階大会議室
■申込・問合先　都市建設課管理係　☎ 73-3172
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

　
　
　

に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必

要
で
す
。

▼
届
出
が
必
要
な
土
地
面
積

　

○
都
市
計
画
区
域
内　

５
千
㎡
以
上

　

○
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

▼
届
出
義
務
者

　

土
地
の
権
利
取
得
者

▼
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　

�

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
共
有
持

分
の
譲
渡
等

▼
届
出
書
類

　

�

土
地
売
買
等
届
出
書
、
契
約
書
の
写

し
、
位
置
図
、
周
辺
案
内
図
、
字
図
等

■
問
合
先

　

政
策
推
進
課
☎
73-

３
１
１
６

　

児
童
手
当
の
振
込
み
に
つ
い
て

　

10
月
定
期
払
い
の
児
童
手
当
の
振

込
日
は
、
10
月
11
日
（
金
）
で
す
。

　

今
回
の
支
払
い
は
６
月
分
～
９
月
分

の
手
当
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
通
帳
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※�

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
支
給
が
差
し
止
め
と
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
73-

３
１
２
１

　

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
（
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
）
に
係

る
課
税
に
つ
い
て

▼
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

　

�　

家
屋
の
屋
根
な
ど
に
10
ｋ
ｗ
以
上

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
売
電

を
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
設
備
は
固

定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
課
税
対

象
と
な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
固
定
資
産
税
軽
減
の
特
例
措
置

○
対
象
設
備

　

�

経
済
産
業
省
に
よ
る
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
の
認
定
を
受
け
て
取
得
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

（
10
ｋ
ｗ
未
満
の
住
宅
等
太
陽
光
発

電
設
備
は
除
く
）

○
適
用
期
間

　

�

新
た
に
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
年
度
か
ら
３
年
間

○
取
得
時
期

　

�

平
成
24
年
５
月
29
日
～
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で

○
特
例
率

　

当
該
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
を
３
分
の
２
に
減
額
※
詳
細

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

　

税
務
課
資
産
税
係
☎
73-

３
１
２
３

　　

「
日
出
町
川
崎
体
育
館
」

　

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　日本テキサス・インスツルメンツ㈱の工
場閉鎖に伴い、町に寄贈された体育館が、
使用料等の条例改正を経て、「日出町川崎
体育館」として生まれ変わりました。
　9 月 2 日より、貸出し業務を開始してお
り、トレーニングルームや会議室もありま
す。多くの皆さんのご利用をお待ちしてお
ります（シャワー完備）。　
■問合先　川崎体育館　☎ 28-0085

　町では今年度、日出町の暮らしやすさや魅力を広く町
内外の皆様へ知っていただくためのフリーマガジン「ひ
じん本」を発行いたしました。

　町内の皆様はもちろん、遠く故郷を離れて暮らすお知
り合い、都会で暮らすご家族、日出町に移り住みたいと
考えていらっしゃるお友達など、日出の魅力を伝えたい
方に送って頂けると幸いです。
※数には限りがあります。
■�ご希望の方には、下記の場所でお渡ししております。
　○政策推進課☎ 73-3116　○二の丸館☎ 72-4255

日出町の暮らしやすさや魅力を伝えたい

定住促進フリーマガジン「ひじん本」

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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10 月から児童扶養手当等が改定されます
　児童扶養手当等、下記手当の額は、毎年消費者物価指数の変動に応じて改定することになっ

ておりますが、国の特例法により、現在まで本来の算定額よりも 1.7％上乗せした水準で支払

われてきました。今回、その特例法が解消され、10月から段階的に額が改定されます。

現在
平成 25 年

10 月～

平成 26 年

４月～

平成 27 年

4月～

特例水準の解消率 - -0.7% -0.7% -0.3%

児童扶養手当
��41,430 円

～ 9,780 円

��41,140 円

～ 9,710 円

��40,850 円

～ 9,640 円

��40,730 円

～ 9,610 円
特別児童扶養手当（1級） 50,400 円 50,050 円 49,700 円 49,550 円

特別児童扶養手当（2級） 33,570 円 33,330 円 33,100 円 33,000 円

特別障害者手当 26,260 円 26,080 円 25,890 円 25,820 円

障害児福祉手当 14,280 円 14,180 円 14,080 円 14,040 円

福祉手当（経過措置分） 14,280 円 14,180 円 14,080 円 14,040 円

■問合先　福祉対策課　�子育て支援係　☎ 73-3121
　　　　　　　　　　　�障害福祉係　����☎ 73-3126

※ただし、平成 26 年 4 月以降は消費者物価指数の変動率が 0.0% の場合

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　

運
行
計
画
が
変
わ
り
ま
す

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト

や
運
行
時
刻
な
ど
が
、
10
月
１
日
よ
り

変
わ
り
ま
す
。
各
路
線
の
主
な
変
更
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
豊
岡
線
】

・�

光
陽
台
入
口(

藤
原
南
部)

の
バ
ス

停
が
追
加
（
藤
原
赤
松
線
、
藤
原
一

北
線
、
川
崎
線
、
大
神
線
も
同
様
）

・�

運
行
時
刻
を
一
部
変
更
（
藤
原
赤
松

線
、
藤
原
一
北
線
、
川
崎
線
、
大
神

線
も
同
様
）

【
藤
原
赤
松
線
】

・�

起
点
を
称
名
寺
前
か
ら
上
川
久
保

（
杵
築
境
）
に
変
更

・�

デ
マ
ン
ド
の
井
ノ
辻
地
区
を
藤
原
一

北
線
に
編
入

【
藤
原
一
北
線
】

・�

起
点
を
陣
の
辻
公
民
館
か
ら
下
川
久

保(

公
民
館)

に
変
更

・�

デ
マ
ン
ド
の
井
ノ
辻
地
区
を
編
入

【
川
崎
線
】

・�

起
点
を
金
井
田
橋
か
ら
川
崎
体
育
館

に
変
更

・�

す
ず
か
け
台
内
部
の
周
回
と
光
陽
台

内
部
の
周
回
を
廃
止

【
大
神
線
】

・�

片
原
津
入
口
、
支
援
学
校
前
、
後
村

を
通
る
よ
う
路
線
延
長

【
南
端
県
道
線
、
南
端
農
道
線
】

・�
起
点
を
南
端
小
・
中
学
校
前
か
ら
目

刈
に
変
更

・�

１
便
で
中
央
公
民
館
を
２
回
通
る

ル
ー
ト
に
変
更

　

詳
細
は
、９
月
に
各
戸
配
布
し
た『
日

出
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
図
と
時

刻
表
』
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

政
策
推
進
課

　

☎
73-

３
１
１
６

　

県
北
部
振
興
局
の

　
　

旅
券
窓
口
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
、
県
の
権
限
移
譲
に

伴
い
、
県
北
部
振
興
局
（
宇
佐
市
）
の

旅
券
窓
口
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
方
は
、
役
場
ま
た
は
県
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

住
民
課

　

☎
73-

３
１
２
２

日出町税口座振替キャンペーンの
お申し込み、ありがとうございました
　4 月 1 日から 7 月 31 日の期間中、新規（追加）

に町税の口座振替を申し込まれた方を対象に、9 月

5日、抽選会を行いました。

　申込者数 543 人の中から「的山荘ペアランチチ

ケット」30 組の当選者が決まりました。

　当選は発送をもって発表に代えさせていただい

ており、当選者には 9月 9日発送しております。

　　■問合先　税務課　☎ 73-3123
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 TOWN　TOPICS　�������������������������������������������������
����　�まちの話題��　8～ 9月
　日出町 facebook　　　　　　　　
���パソコンでも身近な情報が満載
��https://www.facebook.com/hijimachi　　　　　　　　
　

　

８
月
の
「
道
の
日
」
に
あ
わ
せ
、
昨

年
度
の
町
道
改
良
工
事
に
お
け
る
、
用

地
の
無
償
提
供
者
12
名
の
方
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
土
地
提
供
者
５
名
が

出
席
し
、
町
長
が
感
謝
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
、「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
、
道
路
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
無
償
提
供
に
よ
り
改
良
さ

れ
た
道
路
は
、
櫃
か
ら
と

大
原
線
（
大
神
）
や

太
田
線
（
豊
岡
）、辻
ノ
尾
千
騎
線
（
川

崎
）、
長
野
線
（
豊
岡
）
で
す
。

音
の
ふ
し
ぎ
を
体
験
！

　

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

　

８
月
29
日
、
大
神
の
ソ
ニ
ー
・
太
陽

㈱
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ
ッ
ク

を
使
っ
て
本
格
的
な
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
作

る
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、
藤
原
小
と

日
出
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
40
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

約
２
時
間
を
か
け
て
完
成
し
た
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
に
、
児
童
た
ち
は
色
を
塗
っ
た

り
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
し
て
、
自
分

だ
け
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
に
仕
上
げ
ま
し

た
。

　

藤
原
小
６
年
の
切き
り

封ふ

条
太
く
ん
は
、

「
コ
イ
ル
を
巻
く
工
程
が
少
し
難
し

か
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
な
音
が
聴
け
て

う
れ
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　

同
社
が
続
け
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
、
も
の

づ
く
り
を
通
じ
て
障
が
い
に
対
し
て
の

相
互
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
で
す
。

８
月
10
日
は
道
の
日　

　

道
路
用
地
無
償
提
供
者
に
感
謝
状

大
分
県
代
表
と
し
て
出
場

　

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

　

10
月
17
日
（
木
）、
神

奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
る
「
第
21
回
全
国
女
性

消
防
操
法
大
会
」
に
、
県

代
表
と
し
て
日
出
町
消
防

団
の
女
性
団
員
７
名
が
出

場
し
ま
す
。

　
「
消
防
操
法
」
と
は
、

消
防
ポ
ン
プ
と
ホ
ー
ス
を

使
い
、
火
災
に
見
立
て
た

お
よ
そ
60
ｍ
先
の
的
を
目

が
け
て
放
水
す
る
も
の

で
、
一
連
の
動
作
の
正
確

さ
や
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
合

う
競
技
で
す
。

　

選
手
た
ち
は
、
日
出
消

防
署
員
や
県
消
防
学
校
教

官
ら
の
指
導
を
受
け
、
６

月
か
ら
４
か
月
間
に
わ
た

り
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

選
手
代
表
の
塩
内
公
子

さ
ん
は
、「
大
き
な
大
会

で
緊
張
す
る
が
、
大
分
県

と
日
出
町
の
名
前
を
残
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
少

し
で
も
上
位
を
目
指
し
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　　

日
出
町
か
ら
出
場
す
る

選
手
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
隊
長

　

阿
部
千
鶴
子
（
平
原
）

■
指
揮
者

　

塩
内　

公
子
（
成
行
）

■
１
番
員

　

平
山　

綾　

��

（
長
野
）

■
２
番
員

　

工
藤　

幸　

��

（
小
浦
）

■
３
番
員

　

田
中　

和
江
（
成
行
）

■
４
番
員

　

山
口　

佳
子
（
南
部
）

■
補
助
員

　

河
村　

美
実
（
是
城
）
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「
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
」

　

中
学
生
職
場
体
験
学
習

　

辻
間
団
地
東
区
、
辻
間
団
地
西
区
、

辻
間
団
地
南
区
と
日
出
団
地
区
で
構
成

す
る
、
団
地
集
会
所
運
営
委
員
会
（
委

員
長　

岩
本
隆
治
辻
間
団
地
東
区
長
）

が
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

集
会
所
内
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
収
益
金
を
財

源
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
目
的
に
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
、
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
で
す
。

　

団
地
集
会
所
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域

の
方
に
様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
ス
テ
ー
ジ
や
緞
帳
、

音
響
設
備
等
を
更
新
し
た
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
、

　

８
月
29
日
、
町
中
央
公
民
館
で
、
町

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
の
講
演

会
が
行
わ
れ
、
２
０
８
名
の
参
加
者
に

と
っ
て
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の
長

野
力
さ
ん
が
「
み
ん
な
で
１
０
０
歳
ま

で
生
き
よ
う
健
康
体
操
！
」
と
題
し
、

「
１
０
０
歳
ま
で
生
き
る
体
力
を
つ
く
る

に
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
事
。
み
ん

な
で
楽
し
く
運
動
に
取
り
組
も
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
港
・
則
次
・
北
大
神
・
西
の

二
地
区
の
ハ
ッ
ピ
ぃ
自
主
教
室
（
転
倒

骨
折
予
防
教
室
）
に
よ
る
体
操
の
披
露

も
あ
り
、
サ
ザ
エ
さ
ん
の
曲
に
合
わ
せ

て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、「
み
ん
な
と
楽
し
く

健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
後
も

健
康
づ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
運
動
す
る
と
楽
し
い　

　

講
演
会
が
大
盛
況

宝
く
じ
助
成
事
業
で

　

団
地
集
会
所
の
設
備
を
更
新

　

町
内
の
中
学
２
年
生
が
９
月
、
飲
食

店
や
小
売
店
な
ど
、
様
々
な
企
業
で
実

際
の
仕
事
を
体
験
す
る
「
職
場
体
験
学

習
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
で
は
、
日
出
中
２
年
の

亀
井
優
佑
く
ん
、
土
佐
路
薫
く
ん
、
阿

南
成
也
く
ん
の
３
人
が
、
あ
こ
が
れ
の

駅
員
の
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
３
人
は
ト
イ
レ
掃
除
や
ホ
ー
ム
の

清
掃
を
黙
々
と
こ
な
し
、
乗
客
が
気
持

ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
し
た
。

　

電
車
の
発
車
時
、
ホ
ー
ム
で
乗
客
を

見
送
る
際
は
、「
感
謝
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
込
め
て
、
深
々
と
お
辞
儀
す
る

よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
（
表
紙
の

写
真
）」
と
話
し
ま
し
た
。

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

　

最
高
の
音
楽
と
最
高
の
出
会
い
を

Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ　

２
０
１
３

９
月
１
日
、
糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
で
ヒ
ジ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
（
日
出
音
楽
祭
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
分
県
内
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
を
含
む
10
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
６
０
０
人
を
前
に
熱

演
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
日
出
町
商
工
会
青
年
部
や

漁
協
ハ
モ
部
会
の
出
店
も
あ
り
、
参
加
者

は
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

（左から）亀井くん、土佐路くん、阿南くん
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　大分県では地球温暖化問題といった地球規模に至
るまでの環境問題の解決に向けて、「ごみゼロおお
いた作戦」を展開してきました。
　今年度１０周年を迎えるにあたり、各市町村を結
んでキャラバン旗の伝達を行うイベントを実施しま
す。
　日出町も協賛し、歩いてごみ拾い活動を行います
（ザビエルの道ウォーキング大会と同日に開催され
ます）。

■日　　時　１０月２０日（日）９時～
■集合場所　日出町中央公民館　駐車場
■参加申込　�当日８時４０分から受付を行います。
※�雨天時は中止します。軍手、ごみ袋は町で用意し
ます

■問合先　　生活環境課
　　　　　�☎７３－３１２８

ごみゼロおおいた作戦１０周年記念
「ごみゼロキャラバン」参　加　者　募　集

内堀ごみゼロ推進隊による花いっぱい運動

第 66 回大分県民体育大会
　９月７日～９日の３日間、竹田市など、豊肥ブロックの会場を
中心に第 66 回大分県民体育大会が開催され、連日熱戦が繰り広
げられました。
　速見郡は総合８位・Ｂ部３位を目標に、総勢 429 人の選手団
が 28 競技種目に臨みました。
　主日程に先行して開催されたライフル射撃・バドミントン競技
では好成績を収め、幸先のよいスタートをきりましたが、その波
に乗れず、総合 12 位・Ｂ部５位・躍進 12 位という成績に終わ
りました。来年度は C 部優勝、Ｂ部復帰など、巻き返しが期待さ
れています。
　選手の皆様、猛暑の中の練習、そして大会期間中のご健闘、お
疲れさまでした。
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健　康
子育て

　元気いきいき！
　　めじろん元気アップ体操をしよう！
　年を重ねると、筋肉が縮んで、筋肉量も減ってきます。下半身の筋肉の衰
えはちょっとした段差でもつまずきやすくさせ、転倒や骨折、寝たきりになっ
てしまう危険性が大きく、注意が必要です。
　転倒を防ぐために、毎日少しずつ筋力アップの運動を取り入れましょ
う！！
　今回はめじろん元気アップ体操の一部（弱い運動編）をご紹介します。

  ＊転びにくくなります

　　　　　　　 

②足踏み・膝上げ

・�座って足踏
みをする
・�あ る い は、
片 膝 ず つ 上
げて止める

 ＊立つ・階段が楽になります

　　　　　　　 

①膝伸ばし

・椅子に座り、

片足を伸ばす

・ 膝 が 伸 び た

状態で、 さら

に伸ばすつも

りで太ももに

力を入れ続け

る

 ＊バランスが良くなります　

　　　　　　 

③片足立ち

・ 椅 子 の 横 に

立ち、 片手を

背もたれにそ

える

・ 椅 子 と 反 対

側の膝を上げ

て止める

 ＊転びにくくなります　　　

　　　　 

④つま先立ち

・ 椅 子 の 後 ろ

に立ち、 両手

で背もたれを

持つ

・ か か と を 高

く上げて数秒

間止める

【運動中に注意すること】
①無理はしない、人と競争をしない

②呼吸を止めないでする

③寒い朝、起きてすぐ、食後すぐはしない

④痛くなったら中断、専門家に相談する

⑤運動実施記録（日記）をつける

【運動の強さや回数について】
①ゆっくり動かし、筋肉を意識する

②�止める時間は２～３秒、慣れたら数秒

③回数はできる範囲で多めにする

④楽になったら、回数や時間を増やす

⑤�できるだけ毎日、少なくとも週２、３回

10月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間９時～ 17時

＊		町報発行後に休日当番医が変更に

なる場合があります。各医療機関

や健康増進課にご確認ください。

10月の休日当番医

６日　河野医院	 72-2302
13日　真那井診療所	 72-5270
14日　こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ	 73-0077
20日　日出児玉病院	 72-2724
27日　矢野小児科医院	 72-1011
　
11月の休日当番医

３日　鈴木病院	 73-2131
４日　ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266
10日　大石内科医院	 72-2121
17日　岡田内科ｸﾘﾆｯｸ	 28-0101
23日　日出中央医院	 72-2534
24日　日出児玉病院	 72-2724

「こころの相談会」
　困り事、悩み事は１人で抱え
込まず話してみませんか？
　臨床心理士が個別に対応する
無料の相談会です。

■日時　毎月第２金曜日
　　　　９時～ 16時 ( 要予約 )
■予約・問合先　

　　　福祉対策課障害福祉係
　　　☎ 73-3126

めじろん元気アップ体操は、大分県
介護予防市町村支援委員会　運動機
能向上専門部会が考案した体操です。
　体操は、全部で 10 種類。強い運
動編もあります。資料が必要な方は、
健康増進課（☎ 73 － 3130）にご連
絡ください。
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さざんか児童館	 ☎72‐8383

座講 案 内　　　　お母さん教室を開催します
　妊娠中のお母さんを対象に、妊娠中の過ごし方やお産についてのお話、調

理実習をします。赤ちゃんの健やかな成長を願って、この教室で楽しく勉強

しましょう。他の妊婦さんとも交流を持つ良い機会にもなりますので、ぜひ

ご参加ください。＊楽な服装でお越しください。

■場所　保健福祉センター　母子保健室

内容 日時 申込期限 持ってくるもの

①

「妊娠・授乳期の食事」

・管理栄養士によるお話

・調理実習

11月 6日（水）

10時～ 12時 30分
10月25日（金）

・母子健康手帳
・筆記用具
①の時は、
上記のほかに
・エプロン
・三角巾
が必要です。

②

「楽なお産をするために」

・お産のしくみのお話

・おっぱいのお話

11月 13日（水）

10時～ 12時
11月 8日（金）

■問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73‐ 3121

　　　両親学級を開催します
　妊婦さんとその家族の方を対象に、妊娠・出産・育児についての知識や関

心を深めるための教室を開催します。この機会にご家族の方とご一緒に参加

してみませんか。※楽な服装でお越しください。

■場所　保健福祉センター　母子保健室
内容 日時 申込期限 持ってくるもの

・�産後のママの心の健康　

について

・沐浴体験

・妊婦体験　　　　など

11月 24日（日）

10時～ 12時
11月15日（金）

・母子健康手帳

・筆記用具

・バスタオル

■問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73-3121

子育てにお悩みはありませんか？
　町では、児童心理士による子育て相談を無料で行っています。
　１人で悩まず、１人で抱え込まず、子育てや子どもの発達の
ことなど、何でもお気軽にご相談ください。
　なお、相談を希望される方は事前に予約が必要となります。

　■申込・問合先
　　　福祉対策課子育て支援係　☎ 73-3121

座講 案 内

日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　9時～16時
●赤ちゃん広場（0歳～2歳）
　		1日･8日･15日・22日・29日（火）
10時～12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　	11日・25日（金）10時45分～11時
45分
●	なりきり動物あそび（0歳～就学前）
17日（木）11時～＊中央公民館
●誕生会（0歳～就学前）21日（月）11時～
●	にじみ絵あそび（0歳～就学前）
　23日（水）11時～12時
●	お菓子バッグをつくろう（0歳～就
学前）28日（月）11時～12時
●	ハンドベルであそぼう（0歳～就学
前）30日（水）11時～

日出町児童館	 ☎85‐8820

●	親子リトミック教室（乳幼児・要申
込・ボール持参）8日（火）11時～12時

●えいごであそぼ（乳幼児）
　9日（水）11時～11時30分
●	楽しい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　11日（金）11時15分～11時45分
●	ひじまちじどうかんまつり
　～ｷｯｽﾞﾀｳﾝ2013～（町内小学生）
　19日（土）13時～16時
●	WAKUWAKUつみきくらぶ
　（乳幼児）23日（水）10時30分～12時

●絵本の読み聞かせ（小学生）
　5日（土）10時30分～
●絵本の読み聞かせ（乳幼児親子）
　7日（月）10時30分～
●	エアロビクス（お母さん向け＊乳幼
児から一緒に参加可能・要申込・
600円）
　7日（月）･21日（月）13時30分～
●	赤ちゃん広場（0歳児・要申込・200
円）11日（金）10時30分～
●バドミントンをしよう
　14日（月）9時～
●	ちびっこ運動会（乳幼児親子・要申
込）18日（金）10時～＊町営体育館
●	スマイル子育て相談会（巡回児童館）
29日（火）10時30分～＊中央公民館
●	みんなで誕生日パーティ！（乳幼児
親子・要申込・200円）
					31日（木）10時30分～
●親子グループ活動　10時30分～
　0～1歳児				2・9・23日（水）
　　		2歳児				3・10・24日（木）
　3～5歳児				1・8・22日（火）
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定 期 相 談

１０月の休館日

図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　　７２－２８５１　

新刊案内

『離れ折紙』
黒川博行：著　文藝春秋：刊
　「おかしいかなと思っても、欲
で目が曇る」�アールヌーヴォー、
刀剣、浮世絵、日本画。関西の
美術商たちの丁々発止。「騙され
たら負け」の骨董の世界を軽妙
に描く美術ミステリー短編集。
『オール讀物』掲載を単行本化。

『はじめての古事記』日本の神話
竹中淑子・根岸貴子：文　
徳間書店：刊
　「古事記」のうち、この世の始
まりや、日本の国の成り立ちを
語る神話の部分だけを、やさし
いお話の形で収録。読み聞かせ
にふさわしく語りなおした、小
学校低学年からはひとりでも読
める「古事記」ものがたり。

●行政相談

　場　所　役場新館3階333会議室
　日　時　10月1日・29日（火）
　　　　　10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐ 3150

●心配ごと相談

　場　所　役場新館3階333会議室
　日　時　10月8日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73-3121

●心配ごと ・ 行政合同相談

　場　所　大神地区公民館
���日　時　10月15日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐ 3150

●障がい児 ・ 者等支援相談

　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　みのり障がい者生活支援センター

　　☎72‐ 2818

●障がい児 ・ 者生活支援相談

　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　　　　　　☎72‐ 1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談

　相談先　日出町地域包括支援センター
（健康増進課内）☎73‐ 3115

●家庭児童 ・ 母子婦人相談

　相談先　福祉対策課　☎73‐ 3121
　

●いつでも子育てほっとライン

　相談ダイヤル　☎0120 ‐ 462 ‐ 110
�����　�（24時間　365日受付）

●無料人権相談所

　相談先　大分地方法務局杵築支局　
☎0978 ‐ 62 ‐ 2271

●法律相談　（要予約）
　日　時　第２火曜（保健福祉センター）
　　　　　第４火曜（役場333会議室）
　　　　　※祭日の場合は休み
　　　　　13時30分～16時30分
　費　用　30分につき5,000円
　　　　　��※収入が一定以下の方及び多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会

☎097 ‐ 536 ‐ 1458

　7日・13日・14日・21日・27日・28日・31日

■ブーフーウーによる読み聞かせ

　○日時　10 月 12 日（土）　10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　　　0歳～ 3歳向け

　○日時　10 月 26 日（土）　10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　��　4 歳～小学校低学年向け

■ FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ

　○日時　10 月 25 日��（金）　�11 時～ 11 時 30 分

　　　　　0歳～ 5歳くらいまで

読�書�週�間�講�演�会
　「読書週間」の行事として、下記の日程で講演会を実施します。
　多くの皆さまの参加をお待ちしています。
【演　　題】　『「自分史年表」で「私」を見る』
【講　　師】　徳永純二
　　　�臼杵市生まれ。1964 年教職に就き、県下の高等学校に勤務。

2002 年退職。同人誌「航跡」同人。大分合同新聞の「灯」

欄を担当。現在も臼杵市に居住。

【日　　時】　11 月６日（水）　14 時～
【場　　所】　萬里図書館２階「おはなしのへや」
【定員・料金】　50 名・無料
【申込方法】�　図書館備え付けの申込用紙に必要事項
　　　　　　を記入の上、提出していただくか、
　　　　　　ＦＡＸまたは電話でお申込み下さい。
【主　　催】　日出町読書会連絡会・萬里図書館
【�問��合��先�】　萬里図書館　☎ 72-2851　FAX72-4991
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消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

募�

集

福
祉
の
し
ご
と

　
　

就
職
フ
ェ
ア

　

日
出
町
・
杵
築
市
・
国
東
市
・

姫
島
村
に
所
在
す
る
福
祉
の
職

場
に
就
労
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
、
事
業
所
人
事
担
当
者
と

の
面
談
の
機
会
を
提
供
し
、
採

用
に
関
し
て
の
情
報
を
交
換
で

き
る
場
を
設
け
ま
す
。
参
加
無

料
。

▼�

日
時　

10
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▼�

場
所　

日
出
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
内
容

①
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー

②�

相
談
コ
ー
ナ
ー　

○
公
共
職

業
安
定
所
○
保
育
連
合
会

　

○
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

▼�

問
合
先　

県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

　
　

体
験
談
＆
説
明
会

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋

募
集
が
10
月
１
日
（
火
）
か
ら

11
月
５
日
（
火
）
の
期
間
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼�

日
時　

10
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～

▼
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼
問
合
先　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク

大
分

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
４
０
２
１

児
童
福
祉
週
間
標
語
募
集

～
み
ん
な
の
夢
や
希
望
を
メ
ッ

　セ
ー
ジ
に
し
て
届
け
よ
う
～

【
児
童
福
祉
週
間
と
は
？
】

　

子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と

元
気
に
幸
せ
に
育
つ
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ

と
を
、
た
く
さ
ん
の
方
が
考
え

た
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
か
た

を
た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
国
で
は
毎
年
５

月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か

ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週

間
」
と
し
て
、
国
民
の
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼�

応
募
期
限　

　

10
月
21
日
（
月
）
消
印
有
効

▼�

応
募
方
法　

郵
送
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

▼�

応
募
・
問
合
先　

　

こ
ど
も
未
来
財
団

☎
03
‐
５
５
１
０
‐
１
８
３
３

成
人
発
達
障
が
い
者

　
　

家
族
教
室

　

発
達
障
が
い
は
、
障
が
い
の

特
性
に
よ
る
生
活
の
し
づ
ら
さ

を
正
し
く
理
解
し
、
支
援
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
本
人
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
存
在
で
あ
る
ご
家
族
を
対
象

に
成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
無
料
。
事
前
申
込
が
必

要
で
す
。

▼
日
時

　

�

①
11
月
13
日
（
水
）

　

②
12
月
４
日
（
水
）

　
　

13
時
30
分
～
16
時

＊
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

▼�
場
所　

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼�

内
容　

講
義
、
話
し
合
い
、

演
習

▼�

対
象　

16
歳
以
上
の
発
達
障

が
い
者
の
ご
家
族

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

笑
い
ヨ
ガ

　

が
ん
患
者
や
そ
の
ご
家
族
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。
笑
い
ヨ

ガ
は
腹
圧
の
か
か
る
有
酸
素
運

動
で
す
。
ご
心
配
の
方
は
主
治

医
に
ご
相
談
の
上
、
お
越
し
下

さ
い
。
参
加
無
料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時　

10
月
11
日
（
金
）・

25
日
（
金
）
14
時
～
16
時

▼
場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼�

問
合
先　

別
府
医
療
セ
ン

タ
ー　

が
ん
相
談
支
援
室

☎
67
‐
１
１
１
１

赤
十
字
救
急
法
等
講
習
会

　

�【
乳
幼
児
の
応
急
・
救
命
手

当
と
看
病
講
習
会
】

▼�

日
時　

10
月
19
日
（
土
）・

20
日
（
日
）
９
時
～
17
時

▼�

場
所　

日
本
赤
十
字
社
大
分

県
支
部

▼
内
容

①�

こ
ど
も
の
か
ら
だ
の
成
長
と

精
神
機
能
の
発
達

②�

こ
ど
も
に
起
き
や
す
い
事
故

の
予
防
と
手
当
て
に
つ
い
て

③�

こ
ど
も
の
病
気
と
看
病
の
し

か
た
に
つ
い
て

④�

子
育
て
に
お
け
る
社
会
資
源

の
活
用
に
つ
い
て

▼
対
象　

①
15
歳
以
上
の
方

②
全
日
程
参
加
で
き
る
方

▼�

定
員　

20
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
と
い
た
し
ま

講�

座
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す
）

＊�
申
込
が
10
名
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料

＊�

講
習
教
材
費
・
保
険
料
等
と

し
て
１
，
５
０
０
円
が
必
要

で
す
。

▼�

申
込
・
問
合
先　

日
本
赤
十

字
社
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
６

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
年
賀
状
作
成
講
座
】

▼�

日
時　

11
月
１
・
８
・
15
・

22
日
10
時
～
12
時
（
毎
週
金

曜
日
）

▼�

場
所　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

３
，
０
０
０
円

【
無
料
IT
相
談
】

▼�

日
時　

11
月
７
・
14
・
21
・

28
日
13
時
～
15
時
（
毎
週
木

曜
日
）

▼�

場
所　

日
出
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼�

募
集
期
限　

10
月
25
日

（
金
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

司
法
書
士
青
年
の
会

　
　

に
よ
る
法
律
相
談

▼�

日
時　

11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　

町
役
場
※
要
予
約

▼�
内
容　

相
続
等
不
動
産
登

記
・
会
社
関
係
登
記
全
般
・

多
重
債
務
関
係
・
訴
訟
手
続
・

成
年
後
見
・
そ
の
他

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
司
法
書

士
青
年
の
会
事
務
局
（
安
藤

事
務
所
）
☎
23
‐
２
０
２
９

　
無
料
調
停
相
談
会

　

多
重
債
務
、
お
金
の
貸
し
借

り
、
交
通
事
故
、
土
地
建
物
、

離
婚
、
家
庭
内
の
問
題
、
相
続
、

相
隣
関
係
等
で
お
困
り
の
方

に
、
現
任
調
停
委
員
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
予

約
不
要
。
関
係
資
料
の
あ
る
方

は
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

▼�

日
時　

10
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

▼
場
所　

き
つ
き
生
涯
学
習
館

▼
問
合
先　

杵
築
調
停
協
会

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
２
０
５
２

薬
の
１
１
０
番

　
「
く
す
り
」
に
つ
い
て
の
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼�

日
時　

10
月
17
日
（
木
）・

18
日
（
金
）、
21
日
（
月
）

～
23
日
（
水
）
10
時
～
15
時

▼�

相
談
・
問
合
先　

県
薬
剤
師

会
（
薬
事
情
報
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
９
５
１
２

検
察
審
査
会
に

　
　

ご
相
談
を
！

　

交
通
事
故
、
詐
欺
等
の
被
害

に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
そ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

▼�
問
合
先　

大
分
検
察
審
査
会

事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ

【
水
産
部
門
】

▼
日
時　

○
10
月
19
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

○
10
月
20
日
（
日
）

　

９
時
～
15
時

▼
場
所　

亀
川
漁
港

【
農
・
林
業
部
門
】

▼�

日
時　

10
月
26
日
（
土
）・

27
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
場
所　

別
府
公
園

【
同
時
開
催
行
事
】

○
JR
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

　

10
月
26
日
（
土
）

○�BEPPU

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３　

10
月
27
日
（
日
）

▼
問
合
先　

県
農
林
水
産
部

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
５
４
４

介
護
就
職
デ
イ

　

�

～
２
０
１
３
年
秋

　
　

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
～

　

介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の

就
労
を
希
望
す
る
方
々
の
就
職

促
進
を
図
る
た
め
、
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

14
時
～

▼�

場
所　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ

ル
大
分

▼
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

け
い
せ
ん
祭
り　
　

　

今
年
も
「
け
い
せ
ん
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
多
彩
な
催
し

（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
模
擬
店
・

ゲ
ー
ム
・
お
楽
し
み
抽
選
会

等
）
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

相�

談

そ
の
他

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

悩む前に、お気軽にご相談ください。

阿部稔尚行政書士事務所
速見郡日出町3806番地21

電話 72-0975・FAX 75-7227

業務案内
相続・遺言手続・任意後見契約
建設業・農地法・古物商等各種許可申請
経営事項審査
内容証明・示談書・協議書作成等
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既存建物の耐震化工事行います

　

多
く
の
町
民
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
雨

天
決
行
。

▼�

日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時
30
分

▼�

場
所　

　

県
渓
泉
寮
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
合
先　

県
渓
泉
寮

☎
72
‐
２
５
２
１

ホ
ン
ダ
祭
り

　

地
域
の
皆
様
に
日
頃
の
感
謝

を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。
少
雨

決
行
。

▼
日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

15
時
～
20
時

▼�

場
所　

ホ
ン
ダ
太
陽
（
株
）

日
出
工
場

▼
内
容

○�

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

ヘ
リ
遊
覧
・
花
火

○�

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト　

戦
隊

キ
ャ
ラ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
・

太
陽
の
家
吹
奏
楽
部
演
奏
・

大
抽
選
会
・
早
押
し
ク
イ
ズ

▼
問
合
先　

ホ
ン
ダ
太
陽

☎
73
‐
１
４
１
４

県
立
盲
学
校　

学
校
公
開

　
「
視
覚
障
が
い
」
に
関
す
る

教
育
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
25
日
（
金
）

▼
場
所　

県
立
盲
学
校

▼
日
程

○�

10
時
～
12
時
30
分　

学
校
説

明
、
施
設
案
内
、
公
開
授
業

○�

1�3
時
20
分
～
14
時
20
分　

視

覚
障
が
い
セ
ミ
ナ
ー

▼
問
合
先　

県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

大
分
税
関
支
署

　
　

か
ら
の
お
願
い

　

10
月
は
「
薬
物
及
び
銃
器
取

締
強
化
期
間
」
で
す
。
密
輸
防

止
に
ご
協
力
を
！

▼�
連
絡
先　

税
関
・
密
輸
ダ
イ

ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
４
６
１
‐
９
６
１

http://w
w
w
.custom

s.go.jp/
m
oji/

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

上
田　

靖
子

プ
ラ
ン
タ
ー
に
日に

ち
に
ち
そ
う

々
草
を
植
え
替
え
し

花
色
選
び
楽
し
み
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

杉
田
美
智
子

よ
く
見
れ
ば
愛
ら
し
き
花
ひ
め
紫し

お

ん苑

む
ら
が
り
咲
き
て
微び

ふ

う風
に
揺
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
神　

北
野
ヤ
ス
エ

病
院
の
窓
に
見
下
ろ
す
家
並
み
も
森

も
別
府
湾
は
雨
に
け
ぶ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

村
岡　

祥
子

紫あ

じ

さ

い

陽
花
の
丸
き
葉
っ
ぱ
に
光
さ
し
白
き

葉よ
う
み
ゃ
く脈

際き
わ

や
か
に
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

濱
本
紀
代
子

自
転
車
の
リ
ン
を
鳴
ら
し
て
影
踏
み
の

子
ら
を
散
ら
せ
り
後
悔
少
し

　

町
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

隅
々
を
く
ま
な
く
照
ら
す
良
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

夏
草
の
中
よ
り
の
ぞ
く
ト
カ
ゲ
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

塩
出
千
鶴
子

川
辺
よ
り
見
わ
た
す
稲
穂
ソ
ニ
ッ
ク
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

大
野　

仁
王

蜩ひ
ぐ
ら
しの

音ね

に
包
ま
れ
る
暮
ら
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

岸
川　

房
子

新
涼
に
湯
上
り
の
髪
解
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

竹
山
ア
ツ
子

新
緑
の
木
も
れ
日
浴
び
て
癒
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義

五
輪
旗
か
我
が
東
京
に
七
年
後

内
田　

陽ひ
よ
り愛（
龍
太　

中
の
二
）

田
中　

葵あ
お
い唯（
一
成　

西
の
一
）

岡
林　

明あ
き
と登（
芳
弥�

辻
間
団
地
東
）

橋
本　

晃こ
う
せ
い成（

功�

辻
間
団
地
北
）

梶
原
雪せ

し

る

月
花（
麻
苗
美　

佐
尾
）

西
見　

錬れ
ん
と人（
和
也　

佐
尾
）

矢
治　

晴は
る
う
み海（
辰
也　

佐
尾
）

中
島　

汰た
い
す
け宥（
耕
一
郎���

佐
尾
）

河
野　

翔か
け
る真（

智
史　

上
仁
王
）

下
本　

有あ
り
さ紗（

忠
史　

東
仁
王
）

小
崎　

恭や
す
ひ
ろ寛（

智　
　

東
部
）

甲
斐　

碧あ
お
か夏（

園
美　

南
部
）

岡
田　

悠ゆ
う
ご吾（
哲
明　

内
野
）

松
本　

健け
ん
す
け佑（
育
雄　

後
村
）

小
林
陽ひ

ま

り

茉
里（
亮
太　

牧
の
内
）

二
宮　

正
士（
84　

是
城
）

福
田　

勝
嘉（
73　

豊
岡
本
町
）

後
藤　

保　
（
78　

辻
間
団
地
西
）

阿
部
ツ
ギ
子（
96　

佐
尾
）

渡
邉
ミ
ド
リ（
79　

西
部
）

藤
川
ス
ヱ
ノ（
91　

日
比
の
浦
）

西　
　

惠
美（
90　

自
然
郷
）

楠
本　

民
子（
75　

宗
行
）

名
部　

静
子（
69　

辻
の
尾
）

阿
部　

久
子（
92　

成
行
）

上
野
美
枝
子（
75　

内
野
）

藥
師
寺
定
義（
80　

内
野
）

帯
刀　

ト
キ（
93　

原
山
）

早
見　

次
郎（
88　

片
原
津
）

杉
安　

文
雄（
82　

片
原
津
）

三
浦
ヲ
ワ
ン（
93　

真
那
井
）

＊
８
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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　Ｋトラ市では、旬の野菜や果物をはじ
め、ここでしか手に入らない品物がたくさ
ん。みなさん、ぜひお越しください。
　出店者の募集も随時行っています。

　■日時　10 月 13 日（日）　8 時～ 12 時
　■場所　町中央公民館第 2 駐車場
　■問合先　日出町商工会
　　　　　　☎ 72-2232

～Ｋトラ市は毎月第２日曜日に開催～ 10
月
の
イ
ベ
ン
ト
は

「
風
船
配
布
」＆「
工
作
教
室
」

　

お
越
し
い
た
だ
い
た
お
子
さ
ん
に
風
船
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
工
作
教
室
で
は
、
表
具
師
の

指
導
に
よ
り
、「
ミ
ニ
つ
い
立
て
」
を
作
り
ま
す
。

（
８
時
～
11
時
の
間
で
随
時
。
先
着
30
名
様
ま
で
・

無
料
）

10 月のイベント企画者
（左から）松川さん、常松さん
２人が手にしているのが「ミニつい立て」

【11 月 2日（土）】�

��������■１０時～�
　　　�開会式・文化功労者表彰式（ホール）�

　　■１０時３０分～

　　　�記念講演会（ホール）�

　　　　演題：「日本人は歴史から何を学ぶべきか」�

　　　　講師：小和田�哲男氏（静岡大学名誉教授）

　　　※�戦国時代史研究の第一人者として知られ、

NHK 大河ドラマ『秀吉（1996）』・『功名が

辻（2006』・『天地人（2009）』・『江～姫た

ちの戦国～（2011）』の時代考証をするな

ど多岐にわたり活躍。

　　�■１３時３０分～１５時３０分�

　　　瀧廉太郎記念音楽会（ホール）

　　　　�川崎保育園園児による斉唱をはじめ、各種

コンクール入賞の実力者の演奏。

　　　　�また、日本音楽コンクールピアノ部門第 1

位の伊藤伸
しん

氏も出演予定

����　■１２時３０分～�

　　　囲碁大会（２階�視聴覚室）

　　　短歌大会（２階�第２会議室）

�【11 月 3日（日）】�
　　■１０時～１６時�

　　　将棋大会（２階�視聴覚室）�

　　■１３時～１７時�

　　　カラオケ大会（ホール）

　　■１３時３０分～１６時

　　　ひじ小学生将棋教室（２階�視聴覚室）

ひじ小学生将棋教室の参加者募集

　　ひじ文化まつりにて、将棋の普及を図ることを

　目的として将棋教室を開催します。

　将棋の指せる子ども大集合‼　初心者、初級者

　の入門教室です。みんな 6局指せます。

　■日　時　11月 3日（日）

　　　　　　13時受付開始、13時 30分試合開始

　■場　所　町中央公民館

　■参加費　無料

　■申　込　当日受付

　■問合先　日出町棋友会

　　　　　　☎ 090-5287-2834（岩尾）

２０１３ ひじ文化まつり 
■主日程��１１月２日（土）～４日（祝）�　■問合先　生涯学習課　☎ 73-3156

【11 月 4日（月／祝）】

　　■１０時３０分～１５時�

　　　芸能大会（ホール）

�������■１３時～１５時�

　　　俳句大会（２階�第３会議室）

【連　日　開　催】（２日～４日まで）
�������■９時～�

�����������美術作品展（中央体育館）

����������（盆栽・書道・絵画・華道・陶芸・工芸�等）�

�������■１０時～�

�����������茶席（和室・中庭）※一服お菓子付き 200 円

【※ 11 月 5日（火）平日開催】
�������■ 9 時 30 分～

　　　謡曲大会（ホール）
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将来のまちづくりや交通計画に活かすための

～みなさんの１日の動きを教えてください～
調査期間：10 月～ 11 月 （事業主体　国土交通省・大分県・大分市）

パーソントリップ調査とは

ある１日に外出されたかどうか、また、外出された場合、「いつ」「どこに」「ど
のような交通手段で」移動されたかなどについて、お伺いするものです。

大
分
都
市
圏
の

都
市
交
通
に
お
け
る
背
景

　

国
土
交
通
省
と
大
分
県
、
大

分
市
は
10
月
、
11
月
に
大
分
市

を
中
心
と
す
る
６
市
町
（
日
出

町
含
む
）
で
、
大
規
模
な
交
通

実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
指
定
さ
れ
た
日
に
何
の
目

的
で
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
移
動
し

た
か
や
交
通
手
段
な
ど
「
人
の

動
き
」
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
を
参
考
に
Ｊ
Ｒ
、

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
や

道
路
整
備
の
在
り
方
を
検
討

し
、
新
た
な
都
市
交
通
計
画
の

策
定
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
は
、
10
月
～
11
月
の
特

定
日
の
３
回
に
分
け
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。

調
査
の
対
象
者

　

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
で

は
、
満
５
歳
以
上
の
方
を
調
査

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
分
都
市
圏
に
お
住
ま
い
の

世
帯
の
中
か
ら
、
居
住
地
や
年

齢
な
ど
に
偏
り
が
な
い
よ
う
に

無
作
為
に
抽
出
し
た
約
５
万
世

帯
の
ご
家
庭
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

対
象
と
な
っ
た
ご
家
庭
に

は
、
９
月
～
10
月
に
調
査
票
が

郵
送
で
届
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
圏
域

　

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を

実
施
す
る
対
象
圏
域
は
、
大
分

市
と
の
日
常
的
な
つ
な
が
り
が

強
い
近
隣
の
市
町
と
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
大
分
市
、

別
府
市
、
臼
杵
市
、
豊
後
大
野

市
、
由
布
市
、
日
出
町
の
５
市

１
町
で
す
。

調
査
結
果
の
活
用

　

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
で

得
ら
れ
た
結
果
は
、
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
、
道
路
空
間
や

歩
行
者
・
自
転
車
走
行
空
間
の

再
編
な
ど
、
交
通
分
野
に
お
け

る
総
合
的
な
都
市
交
通
計
画
の

策
定
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
分
野
だ
け
で
な

く
、
防
災
・
地
域
振
興
・
福
祉
・

環
境
分
野
等
の
様
々
な
関
連
計

画
立
案
に
活
用
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
　

問
合
先

　
　
　

都
市
建
設
課

　
　
　

☎
73-

３
１
７
２　

大分都市圏パーソントリップ
調査を実施します

大分県からの
お知らせ
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保護者の声をあつめて

「通学路危険マップ」完成‼

豊岡幼稚園児の
　保護者のみなさん

日出町の人のうごき
平成 25 年 9 月 1 日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

世帯数 11,826 （＋　1） － 55
人　口 28,652 （－ 13） －154

男 13,726 （＋　9） － 48
女 14,926 （－ 22） －106

南端 314 （－　1）
豊岡 7,319 （＋ 18）
日出 5,895 （－　4）
藤原 3,847 （－ 10）
川崎 5,853 （－ 12）
大神 5,424 （－　4）

（　）内は前月比
　　  内は今年４月１日比

P
ub
lic	Info

rm
atio
n

広
報

N
o.473
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　豊岡幼稚園児の保護者らが
「通学路危険マップ」を製作
しました。
　このマップは、園児が幼稚
園に通う際の危険箇所を覚え
てもらうため、見通しの悪い
道路や交差点、大雨の時に水
が噴き出す側溝などの情報を
まとめたものです。
　６×３メートルほどもある
大きな模造紙に地図やイラス
ト、写真を使って作られた危
険マップは、 現在幼稚園の
ホールに貼られています。
　「同じ地域に同じ世代の子
どもを持つ保護者同士、 コ
ミュニケーションを深めてい
きたい。何か協力して取り組
めることはないか」と考えた
ことから、役員を中心に、危
険マップの製作に取り組むこ
とを決めたそうです。
　「保護者だより」で、製作
に参加できる保護者を募った
ところ、有志 10 数名が集ま
りました。
　仕事や家庭の事情で参加で
きない保護者の声も、もれな
く集めるため、すべての保護
者にアンケートを取って情報

を収集しました。
　集まった情報と写真を取り
まとめ、イラストを描くのが
うまい人や地図に詳しい人な
ど、それぞれが得意な分野を
担当し、すべて手書きで作り
上げました。
　この日集まった製作の中心
メンバーは、 完成した危険
マップを前に、「豊岡幼稚園
の保護者全員の協力により、
完成することができました」
と出来ばえに満足していまし
た。
　危険マップには、地図だけ
ではなく、危険箇所の写真も
貼りつけることで、園児たち
にも、「あー、あそこか」と
わかりやすいように工夫して
います。
　また、近くの避難場所や海
抜表示も載せています。災害
など、 いざという時のため
に、「安全な箇所を覚えても
らえていたら」との思いが込
められています。
　その他にも、保護者のみな
さんは、毎朝交替で幼稚園前
の横断歩道に立ち、交通指導
を行っています。

　子どもたちが登園する時間
帯は、通勤車両も多く、道路
も狭いので、注意しなければ
なりません。
　保護者のみなさんは「園児
を見かけたら、ブレーキを意
識してもらうなど、子どもの
思いがけない行動にも対応で
きるように、見守ってもらえ
たら」と、子どもたちが安全
に過ごせる地域づくりに、地
元の方の理解を求めていま
す。

撮影時に集まってくれた保護者

2013.10
O
cto
b
er

24


